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お土産の廃止につきまして

株主総会会場にご来場くださる株主様とご来

場が難しい株主様との公平性等を勘案し、本

株主総会よりご来場の株主様へのお土産の配

布は取りやめさせていただきます。

何卒ご理解くださいますようお願い申し上げ

ます。
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議決権は、以下の方法により行使いただくことができます。

議決権行使等についてのご案内

株主総会にご出席される場合

議決権行使書用紙を会場受付にご提出ください。（ご捺印は不要です。）

日 時

場 所

平成30年５月30日（水曜日）午前10時（受付開始：午前９時）

東京都新宿区西新宿八丁目17番１号
住友不動産新宿グランドタワー５階
ベルサール新宿グランド
コンファレンスセンター
（末尾の「株主総会会場ご案内図」をご参照ください。）

郵送で議決権を行使される場合

同封の議決権行使書用紙に議案に対する賛否をご表示のうえ、切手を貼らずにご投函ください。

行使期限 平成30年５月29日（火曜日）午後５時30分到着分まで
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（証券コード 6312）

　平成30年５月15日

株 主 各 位
東京都新宿区西新宿六丁目２５番１３号

　

　

代表取締役社長 伏 島 巖

第54回定時株主総会招集ご通知

拝啓 平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。

　さて、当社第54回定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご出席くだ

さいますようご通知申し上げます。

　なお、当日ご出席願えない場合は、書面によって議決権を行使することができますので、お手

数ながら、後記の株主総会参考書類をご検討くださいまして、同封の議決権行使書用紙に議案に

対する賛否をご表示いただき、平成30年５月29日（火曜日）午後５時30分までに到着するようご

送付くださいますようお願い申し上げます。

敬 具
記

　

１．日 時 平成30年５月30日（水曜日） 午前10時（受付開始 午前９時）
２．場 所 東京都新宿区西新宿八丁目17番１号 住友不動産新宿グランドタワー５階

ベルサール新宿グランド
コンファレンスセンター
（末尾の「株主総会会場ご案内図」をご参照ください。）

３．会議の目的事項
〔報告事項〕 １．第54期（平成29年３月１日から平成30年２月28日まで）事業報告、連結計

算書類並びに会計監査人及び監査役会の連結計算書類監査結果報告の件

２．第54期（平成29年３月１日から平成30年２月28日まで）計算書類報告の件

〔決議事項〕
第１号議案 剰余金の処分の件
第２号議案 定款一部変更の件
第３号議案 取締役６名選任の件
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４．招集にあたっての決定事項

(1) 議案に対して賛否の表示がない場合は、賛成の意思表示をされたものとして取り扱いま

す。

(2) 複数回議決権を行使された場合は、最後に行われたものを株主様の意思表示として取り扱

います。

以 上
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

◎当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますよ

うお願い申し上げます。

なお、株主総会参考書類、事業報告、計算書類及び連結計算書類に修正が生じた場合は、イン

ターネット上の当社ウェブサイトに掲載させていただきます。

（アドレス http://www.freund.co.jp）
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株主総会参考書類
　

第１号議案　剰余金の処分の件

　剰余金の処分につきましては、以下のとおりといたしたいと存じます。

　当社は、株主価値の極大化を経営の最重要課題と位置づけており、その成果については、

事業環境の変化に対し機動的かつ適切に対処できるよう企業体質の強化を図りつつ、株主の

皆様への利益配分を図りたいと考えております。

　具体的には、業績に応じた成果配分を行うことを基本として年間の連結配当性向30％を目

標とし、経営基盤の強化や将来の事業拡大を見据えた内部留保の充実等を総合的に勘案しつ

つ、継続して安定配当を行う方針であります。

　当事業年度の配当につきましては、上記方針を踏まえ、株主の皆様のご支援にお応えする

ため、１株当たり20円の配当とさせていただきたいと存じます。

１．期末配当に関する事項

(1) 配当財産の種類

　金銭といたします。

(2) 配当財産の割当てに関する事項及びその総額

　当社普通株式１株につき金20円といたしたいと存じます。

　なお、この場合の配当総額は、344,890,440円になります。

(3) 剰余金の配当が効力を生じる日

　平成30年５月31日といたしたいと存じます。

２．その他の剰余金の処分に関する事項

(1) 増加する剰余金の項目及びその額

別途積立金 1,100,000,000円

(2) 減少する剰余金の項目及びその額

繰越利益剰余金 1,100,000,000円
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第２号議案　定款一部変更の件

１．提案の理由

　今般、当社が製造する機械のリース販売およびメンテナンス・サービス事業の本格的な展

開ならびにリチウムイオン電池など新素材に関わる産業用機械ビジネスへの進出に対応する

ため、定款第２条の一部を変更するものであります。

　

２．変更の内容

　変更の内容は次のとおりであります。
（下線は変更部分を示します。）

現 行 定 款 変 更 案

(目的) (目的)

第２条

　当会社は、次の事業を営むことを目的とする。

第２条

　当会社は、次の事業を営むことを目的とする。

(1) 薬品製造用機械、食品製造用機械、化学用機

械、および医療用機器の製造ならびに販売

(1) 薬品製造用機械、食品製造用機械、化学用機

械、医療用機器およびその他産業用機械の製

造、販売、点検・修理および賃貸

(2)～(12)条文省略 (2)～(12)現行どおり
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第３号議案　取締役６名選任の件

　取締役全員（５名）は、本定時株主総会終結の時をもって任期満了となります。

　つきましては、経営体制の一層の強化を図るため、社外取締役１名を増員し、社外取締役３名

を含む取締役６名の選任をお願いするものであります。

　取締役候補者は次のとおりであります。

候補者
番 号

氏 名
（生 年 月 日）

略 歴、 地 位、 担 当 及 び 重 要 な 兼 職 の 状 況
所有する当社
株 式 の 数

１

伏　島
ふせ じま

　 巖
いわお

(昭和44年12月13日生)

平成９年11月 当社入社

277,200株

平成18年３月 機械本部 副本部長
平成20年５月 取締役 機械本部 副本部長
平成21年３月 取締役 機械本部長
平成22年３月 常務取締役 機械本部長
平成24年３月 代表取締役社長 統轄、全部門管掌、

化成品本部長
平成24年９月 フロイント化成㈱代表取締役社長
平成25年３月 FREUND-VECTOR CORPORATION

Chairman and CEO（現在に至る）
平成26年３月 代表取締役社長 統轄、全部門管掌
平成26年４月 フロイント・ターボ㈱代表取締役会長

（現在に至る）
平成28年３月 代表取締役社長 全社統轄（現在に至る）

２

白　鳥　則　生
しら とり のり お

(昭和32年４月５日生)

平成13年11月 当社入社

16,300株

平成14年３月 経営管理本部長
平成17年５月 取締役 経営管理本部長、情報開示担当
平成22年７月 フロイント・ターボ㈱代表取締役専務
平成24年９月 フロイント化成㈱代表取締役専務
平成27年３月 取締役 経営企画室長
平成28年５月 常務取締役 経営企画室長、情報開示担当、

コンプライアンス担当、広報・ＩＲ担当
平成30年３月 常務取締役 子会社統轄、管理本部管掌、

情報開示担当、ＩＲ担当、
コンプライアンス担当（現在に至る）
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候補者
番 号

氏 名
（生 年 月 日）

略 歴、 地 位、 担 当 及 び 重 要 な 兼 職 の 状 況
所有する当社
株 式 の 数

３

武　井　成　通
たけ い なり みち

(昭和31年12月21日生)

昭和57年４月 当社入社

72,200株

平成６年３月 技術開発研究所 機械技術開発本部

研究開発部長

平成10年３月 機械本部 技術部長

平成18年３月 技術開発研究所長

平成26年３月 化成品本部長

平成28年５月 取締役化成品本部長

平成29年３月 取締役化成品本部長、機械・化成品開発統轄

（現在に至る）

４

真　鍋　朝　彦
ま なべ とも ひこ

(昭和38年10月３日生)

平成３年10月 太田昭和監査法人（現新日本有限責任監査法

人） 入所

-株

平成19年５月 新日本有限責任監査法人社員

平成22年７月 税理士法人髙野総合会計事務所パートナー

平成25年７月 税理士法人髙野総合会計事務所シニア・パー

トナー（現在に至る）

平成27年５月 社外取締役（現在に至る）

平成27年６月 日本出版販売㈱社外監査役（現在に至る）

平成29年６月 出版共同流通㈱社外監査役（現在に至る）

５

中　竹
なか たけ

　竜
りゅう

　二
じ

(昭和48年５月８日生)

平成13年４月 三菱総合研究所入社

-株

平成18年４月 早稲田大学ラグビー蹴球部監督

平成20年８月 ㈱セブンフルーツ代表取締役（現在に至る）

平成22年３月 公益財団法人日本ラグビーフットボール協会

コーチングディレクター（現在に至る）

平成26年５月 ㈱TEAMBOX代表取締役（現在に至る）

平成27年３月 ㈱ジンテック社外取締役（現在に至る）

平成27年５月 社外取締役（現在に至る）

平成27年12月 ㈱クラウドワークス社外取締役

平成28年12月 ㈱クラウドワークス顧問

平成29年７月 一般社団法人日本ウィルチェアーラグビー

連盟副理事長（現在に至る）

平成29年12月 一般社団法人スポーツコーチングJapan

代表理事（現在に至る）
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候補者
番 号

氏 名
（生 年 月 日）

略 歴、 地 位、 担 当 及 び 重 要 な 兼 職 の 状 況
所有する当社
株 式 の 数

＊

６
　

今　田
いま だ

　 修
おさむ

(昭和30年11月14日生)

昭和55年４月 ㈱日立製作所入社

-株

昭和63年11月 大和証券㈱入社

平成12年９月 UBSウォーバーグ証券会社入社

平成14年６月 UFJキャピタル・マーケッツ証券㈱（現三菱

UFJモルガン・スタンレー証券㈱）入社

平成27年２月 ㈱エックスオー・マネジメント設立

代表取締役（現在に至る）

（注）１．取締役候補者伏島巖氏は、FREUND-VECTOR CORPORATIONのChairman and CEOを兼務しており、当社と
同社の間には、売買取引関係があります。また、フロイント・ターボ㈱の代表取締役会長も兼務して
おり、当社と同社の間には売買取引関係があります。

２．社外取締役候補者真鍋朝彦氏は、日本出版販売㈱及び出版共同流通㈱の社外監査役を兼務しておりま
すが、当社と両社の間には、特別な関係はありません。

３．社外取締役候補者中竹竜二氏は、㈱TEAMBOX及び㈱セブンフルーツの代表取締役を兼務しております
が、当社と両社の間には特別な関係はありません。また、㈱ジンテックの社外取締役も兼務しており
ますが、当社と同社の間には特別な関係はありません。

４．社外取締役候補者今田修氏は、㈱エックスオー・マネジメントの代表取締役を兼務しており、当社と
同社の間には、業務委託取引関係があります。

５．その他の取締役候補者と当社との間には、特別の利害関係はありません。
６．＊印は新任取締役候補者であります。
７．候補者真鍋朝彦氏、中竹竜二氏及び今田修氏は、社外取締役候補者であります。
８．社外取締役候補者に関する事項は以下のとおりであります。

真鍋朝彦氏は、当社事業に関する知見を有し、かつ経営全般に優れた見識を兼ね備えておりますこと
から経営監督能力を十分に発揮できると期待できるため、社外取締役として選任をお願いするもので
あります。
中竹竜二氏は、経営全般に優れた見識を兼ね備えておりますことから経営監督能力を十分に発揮でき
ると期待できるため、社外取締役として選任をお願いするものであります。
今田修氏は、経営全般に優れた見識を兼ね備えておりますことから経営監督能力を十分に発揮できる
と期待できるため、新たに社外取締役として選任をお願いするものであります。
真鍋朝彦、中竹竜二の両氏は、社外取締役としての在任期間は３年となります。

９．社外取締役との責任限定契約について
当社は、社外取締役がその役割を遺憾なく発揮できるよう、各社外取締役と会社法第427条第１項及
び当社定款の規定に基づき、同法第423条第１項に定める損害賠償責任を限定する契約を締結してお
ります。当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、会社法第425条第１項に定める最低責任限度額
としており、真鍋朝彦、中竹竜二の両氏の再任が承認された場合、当社は引き続き両氏と上記責任限
定契約を締結する予定であります。また、今田修氏の選任が承認された場合、同氏との間で、同内容
の責任限定契約を締結する予定であります。

以 上
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（提供書面）
　

事 業 報 告

（平成29年３月１日から平成30年２月28日まで）

　

１．フロイントグループ（企業集団）の現況に関する事項

(1) 事業の経過及びその成果

　当連結会計年度におけるわが国経済は、企業収益の改善や、堅調な雇用・所得環境を背景

に、緩やかな回復基調が続きました。

　一方で、米国の政権・政策運営の不透明感や、北朝鮮を巡る国際的な緊張の高まりなど

が、金融市場の動揺などを通じて国内景気を攪乱するリスクがあり、予断を許さない状況が

続きました。

　当社グループの主要ユーザーであります医薬品業界は、薬価改定やジェネリック医薬品使

用促進などの医療費抑制策の強化や、研究開発費の高騰と開発リスクの増大などにより、先

進国を中心に成長が鈍化しており、新興国への市場移行やジェネリック医薬品の市場拡大が

進んでおります。こうした情勢を背景に、ジェネリック医薬品業界からの旺盛な設備投資に

支えられ、これまで当社の業績に寄与してまいりました。

　しかしながら、薬価引き下げが顕在化する中で、最近では、ジェネリック医薬品業界にも

設備投資抑制の動きが鮮明となってきております。

　こうした情勢のもと、当社グループは、独創的な新製品の開発や、顧客ニーズを捉えた営

業活動を展開するとともに、積極的に新分野への展開を図ってまいりました。

　この結果、当連結会計年度の業績は、売上高198億１百万円（前連結会計年度比6.4％減）、

営業利益19億71百万円（同3.4％減）、経常利益19億94百万円（同4.9％減）、親会社株主に帰

属する当期純利益14億77百万円（同38.8％増）となりました。

　セグメントごとの業績は、次のとおりであります。

[機械部門]

　造粒・コーティング装置を主力とする機械部門においては、ジェネリック医薬品

業界の設備投資抑制の影響により、国内の受注は低調となり、売上高・営業利益と

もに減少となりました。

　米国子会社FREUND-VECTOR CORPORATIONは、低採算の大型案件や固定費負担増加

の影響等により、売上高・営業利益ともに減少となりました。
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　また、粉砕装置を主力とするフロイント・ターボ株式会社は、国内産業機械分野

からの需要回復に支えられ、売上が好調に推移し、売上高・営業利益ともに増加と

なりました。

　この結果、売上高は144億３百万円（前連結会計年度比3.4%減）、セグメント利益

は16億31百万円（同6.8%減）となりました。

[化成品部門]

　医薬品の経口剤に使用される機能性添加剤は、国内・海外ともに好調であったこ

とにより、売上高・営業利益ともに増加となりました。

　また、食品品質保持剤は、積極的な営業展開を図り、売上高・営業利益ともに増

加となりました。

　一方、当社技術を活用した栄養補助食品は、主要顧客の内製化の影響により、売

上高・営業利益ともに減少となりました。

　この結果、売上高は53億98百万円（同13.6%減）、セグメント利益８億１百万円

（同7.1%増）となりました。
　

(2) 資金調達等についての状況

① 資金調達の状況

該当事項はありません。
　

② 設備投資の状況

当連結会計年度は、生産設備並びに研究用設備を中心に、５億24百万円の投資を行いま

した。
　

③ 事業の譲渡、吸収分割又は新設分割の状況

該当事項はありません。
　

④ 他の会社の事業の譲受けの状況

該当事項はありません。
　

⑤ 吸収合併又は吸収分割による他の法人等の事業に関する権利義務の承継の状況

該当事項はありません。
　

⑥ 他の会社の株式その他の持分又は新株予約権等の取得又は処分の状況

該当事項はありません。

宝印刷株式会社 2018年04月27日 10時00分 $FOLDER; 11ページ （Tess 1.50(64) 20161024_02）



― 11 ―

(3) 財産及び損益の状況

区 分
第 51 期

平成27年２月期
第 52 期

平成28年２月期
第 53 期

平成29年２月期
第54期(当期)
平成30年２月期

売 上 高(百万円) 17,424 19,027 21,164 19,801

経 常 利 益(百万円) 1,249 1,394 2,097 1,994

親会社株主に帰属する当期純利益(百万円) 695 961 1,064 1,477

１ 株 当 た り 当 期 純 利 益 40円36銭 55円74銭 61円72銭 85円69銭

総 資 産(百万円) 17,277 17,206 19,101 19,125

純 資 産(百万円) 11,180 11,529 12,185 13,242

（注）当社は、平成28年３月１日付で普通株式１株につき２株の株式分割を行っております。そのため、第51期
の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、「１株当たり当期純利益」を算定しております。

　
(4) 対処すべき課題

　第54期を初年度とした第７次中期経営計画(2018年２月期～2022年２月期)の２年目を迎え

ます。

　企業理念『創造力で未来を拓く®』のもと、経営ビジョンである“世界中の人々の医療と

健康の未来に貢献し、豊かな生活・食の安全・安心を支える技術を生み出し、育成していく

事を目指します”に向けて、全社一丸となりスピード感を持って取り組んで参ります。

第55期(2018年３月１日～2019年２月28日)の具体的な課題としては、

　①米国・アジアでの事業強化(機械装置・化成品両面)で、より積極的な海外展開

　②市場ニーズの強い新製品(連続造粒システム・錠剤印刷機)の本格的な業績への寄与

　③リチウムイオン電池など新素材に関わる産業用機械ビジネスへの進出

　④オープンイノベーションをベースとした産学との連携強化

　⑤技術交流などを通じた人財育成

　などに取り組み、将来の飛躍的業容拡大に向けた経営基盤を整備して参ります。

　これらの推進に際しては、当社グループが大切にする価値である『ONE FREUND』(Number

one、Only one、Be one)の下で、お客さまの真のニーズに技術力を持って応える“研究開発

型企業”の立ち位置をより鮮明にして参ります。

　グループとして目指すKPI(Key Performance Indicator：重要業績評価指標)は、増収増益

基調の下で、連結営業利益率10％以上、連結自己資本利益率(ROE)８％以上とし、効率性・

生産性の観点から一人当たり営業利益の増加を図って参ります。

　株主の皆様におかれましては、今後とも格別のご理解とご支援を賜りますようお願い申し

上げます。
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(5) 主要な事業セグメント（平成30年２月28日現在）

事 業 主 要 製 品

機 械 事 業

粉粒体機械装置

粉粒体機械のプラント工事

計器・部品

合成樹脂の微粉砕受託

化 成 品 事 業

医薬品添加剤、栄養補助食品

食品品質保持剤

製薬・食品・化学等の開発研究、処方検討等の受託

(6) 事業所及び関連施設（平成30年２月28日現在）

① 当社

本 社：東京都新宿区

大 阪 事 業 所：大阪府吹田市

浜 松 事 業 所：静岡県浜松市

技 術 開 発 研 究 所：静岡県浜松市

工 場：静岡県浜松市

名 古 屋 営 業 所：愛知県名古屋市

② 子会社

フロイント・ターボ株式会社

本 社 及 び 工 場：神奈川県横須賀市

品 川 事 業 所：東京都港区

大 阪 営 業 所：大阪府吹田市

FREUND-VECTOR CORPORATION

本 社 及 び 工 場：米国 アイオワ州

ラ ボ：イタリア・ミラノ市
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(7) 使用人の状況（平成30年２月28日現在）

① 当社グループの使用人の状況

使 用 人 数 前 連 結 会 計 年 度 末 比 増 減

411名 21名増

② 当社の使用人の状況

使 用 人 数 前事業年度末比増減 平 均 年 齢 平 均 勤 続 年 数

236名 　８名増 44.8歳 12.2年

(8) 重要な親会社及び子会社の状況

① 親会社の状況

該当事項はありません。

② 子会社の状況

会 社 名 資 本 金 当社の出資比率 主 要 な 事 業 内 容

フロイント・ターボ株式会社 42,000千円 100.00％
粉粒体機械装置の開発、設計及
び製造販売

FREUND-VECTOR CORPORATION（米国） 15,066千米ドル 100.00％
粉粒体機械装置の開発、設計及
び製造販売

③ 事業年度末日における特定完全子会社の状況

該当事項はありません。

(9) 主要な借入先及び借入額（平成30年２月28日現在）

　該当事項はありません。
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２．株式に関する事項（平成30年２月28日現在）

(1) 発行可能株式総数 60,000,000株

(2) 発行済株式の総数 18,400,000株

(3) 株主数 10,885名

(4) 大株主

株主名（上位10位） 持株数（千株） 持株比率（％）

伏 島 靖 豊 1,821 10.56

株 式 会 社 伏 島 揺 光 社 1,648 9.56

株 式 会 社 三 菱 東 京 UFJ 銀 行 861 4.99

株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 744 4.31

株 式 会 社 大 川 原 製 作 所 673 3.91

フ ロ イ ン ト 従 業 員 持 株 会 411 2.39

日 本 マ ス タ ー ト ラ ス ト 信 託 銀 行
株 式 会 社

393 2.28

株 式 会 社 静 岡 銀 行 368 2.13

日 本 ト ラ ス テ ィ ・ サ ー ビ ス 信 託 銀 行
株 式 会 社

364 2.11

明 治 安 田 生 命 保 険 相 互 会 社 360 2.09

（注）１．持株比率は小数点第３位以下を四捨五入しております。
２．上記のほか自己株式が、1,155千株あります。
３．持株比率は自己株式を控除して計算しております。

(5) その他株式に関する重要な事項

　 該当事項はありません。

３．新株予約権等に関する事項

(1) 当事業年度末日における新株予約権の状況

　該当事項はありません。
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(2) 当事業年度中に交付した新株予約権の状況

　該当事項はありません。

(3) その他新株予約権等に関する重要な事項

　該当事項はありません。

４．会社役員に関する事項

(1) 取締役及び監査役の状況（平成30年２月28日現在）

地 位 氏 名 担 当 及 び 重 要 な 兼 職 の 状 況

代 表 取 締 役 社 長 伏 　 島
ふせ じま

　 巖
いわお

全社統轄、FREUND-VECTOR CORPORATION
（Chairman and CEO）
フロイント・ターボ㈱代表取締役会長

常 務 取 締 役 白 　 鳥 　 則 　 生
しら とり のり お 子会社統轄、情報開示担当、

ＩＲ担当、コンプライアンス担当

取 締 役 武 　 井 　 成 　 通
たけ い なり みち

化成品本部長、機械・化成品開発統轄

取 締 役 真 　 鍋 　 朝 　 彦
ま なべ とも ひこ

税理士法人髙野総合会計事務所シニア・パー
トナー、日本出版販売㈱社外監査役、
出版共同流通㈱社外監査役

取 締 役 中 　 竹 　 竜 　 二
なか たけ りゅう じ

㈱セブンフルーツ代表取締役、㈱TEAMBOX代
表取締役、公益財団法人日本ラグビーフット
ボール協会コーチングディレクター、㈱ジン
テック社外取締役、一般社団法人日本ウィル
チェアーラグビー連盟副理事長、一般社団法
人スポーツコーチングJapan代表理事

常 勤 監 査 役 小 　 林
こ ばやし

　 正
ただし

監 査 役 佐 　 藤 　 光 　 昭
さ とう みつ あき

Nicolai Bergmann㈱CFO

監 査 役 菅 　 原 　 正 　 則
すが わら まさ のり ㈱ＭＳ-Ｊａｐａｎ社外取締役

(常勤監査等委員)

監 査 役 泉 　 本 　 小 夜 子
いず もと さ よ こ

第一三共㈱社外監査役、㈱日立物流社外取締
役、総務省 情報通信審議会委員、総務省
情報公開・個人情報保護審査会委員、
公認会計士

（注）１．取締役真鍋朝彦、中竹竜二の両氏は社外取締役であります。
２．監査役佐藤光昭、菅原正則及び泉本小夜子の３氏は社外監査役であります。
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３．当社は株式会社東京証券取引所に対して、社外取締役真鍋朝彦、中竹竜二の両氏及び社外監査役佐藤
光昭、菅原正則、泉本小夜子の３氏を独立役員として独立役員届出書を提出しております。

４．常勤監査役小林正氏は中小企業診断士の資格を有しており、経営全般に関する相当の知見を有するも
のであります。

５．監査役佐藤光昭氏は長年にわたる経理部門の経験を有しており、財務及び会計に関する相当の知見を
有するものであります。

６．監査役菅原正則氏は長年にわたる経理部門及び監査業務の経験を有しており、財務及び会計に関する
相当の知見を有するものであります。

７．監査役泉本小夜子氏は公認会計士の資格を有しており、財務及び会計に関する相当の知見を有するも
のであります。

(2) 責任限定契約の内容の概要

　当社と常勤監査役小林正氏及び社外役員全員は、会社法第427条第１項及び当社定款の規

定に基づき、同法第423条第１項に定める損害賠償責任の限度額について、同法第425条第１

項に定める最低責任限度額を限度とする契約を締結しております。

(3) 取締役及び監査役の報酬等の額

区 分 人 数 報 酬 等 の 額

取 締 役 ５名 112,013千円

監 査 役 ６名 16,100千円

計 11名 128,113千円

（注）上記支給額のほか、使用人兼務取締役の使用人分給与相当額14百万円を支払っております。

　

(4) 社外役員に関する事項

① 他の法人等における業務執行取締役等、社外役員等の兼職の状況

・取締役真鍋朝彦氏は、日本出版販売㈱及び出版共同流通㈱の社外監査役を兼務しており

ますが、当社と両社の間には特別な関係はありません。

・取締役中竹竜二氏は、㈱TEAMBOX及び㈱セブンフルーツの代表取締役を兼務しておりま

すが、当社と両社の間には、特別な関係はありません。また、㈱ジンテックの社外取締

役を兼務しておりますが、当社と同社の間には特別な関係はありません。

・監査役佐藤光昭氏は、Nicolai Bergmann㈱のCFOを兼務しておりますが、当社と同社の

間には、特別な関係はありません。

・監査役菅原正則氏は、㈱ＭＳ-Ｊａｐａｎの社外取締役を兼務しておりますが、当社と

同社の間には、特別な関係はありません。

・監査役泉本小夜子氏は、第一三共㈱の社外監査役を兼務しており、当社と同社の間に
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は、売買取引関係があります。また、㈱日立物流の社外取締役を兼務しておりますが、

当社と同社の間には、特別な関係はありません。

② 当事業年度における主な活動の状況

区 分 氏 名 主 な 活 動 状 況

取 締 役 真 　 鍋 　 朝 　 彦
ま なべ とも ひこ

当事業年度開催の取締役会16回のうち16回すべてに出席してお
ります。主に会計事務所における長年の経験や知見から、財務
や会計に関して高い見識に基づき適宜発言を行っております。

取 締 役 中 　 竹 　 竜 　 二
なか たけ りゅう じ

当事業年度開催の取締役会16回のうち15回に出席しておりま
す。主に豊富な人材育成の経験や知見から、組織や人材に関し
て高い見識に基づき適宜発言を行っております。

監 査 役 佐 　 藤 　 光 　 昭
さ とう みつ あき

平成29年５月26日就任以降に開催された取締役会13回のうち13
回すべてに出席し、また、当事業年度開催の監査役会７回すべ
てに出席しております。主に他社における長年の経理部門の経
験からの発言を行っております。

監 査 役 菅 　 原 　 正 　 則
すが わら まさ のり

平成29年５月26日就任以降に開催された取締役会13回のうち13
回すべてに出席し、また、当事業年度開催の監査役会７回すべ
てに出席しております。主に他社における長年の経理部門及び
監査役としての経験からの発言を行っております。

監 査 役 泉 　 本 　 小 夜 子
いず もと さ よ こ

平成29年５月26日就任以降に開催された取締役会13回のうち12
回に出席し、また、当事業年度開催の監査役会７回すべてに出
席しております。主に公認会計士としての専門的な見地からの
発言を行っております。

③ 当事業年度における報酬等の総額

報酬等の総額は社外取締役２名に対し8,600千円、社外監査役５名に対し5,800千円であ

ります。
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５．会計監査人の状況

(1) 会計監査人の名称

新日本有限責任監査法人

(2) 当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額

① 当事業年度に係る会計監査人としての報酬等の額 31,000千円

②
当社及び当社の連結子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産
上の利益の合計額

31,000千円

（注）１．当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査の
監査報酬等の額を明確に区分しておらず、かつ、実質的にも区分不能であるため、上記①の金額につ
いてはこれらの合計額をそのまま記載しております。

２．監査役会は、会計監査人の監査計画の内容、会計監査の職務遂行状況及び報酬見積りの算出根拠など
が適切であるかどうかについて必要な検証を行ったうえで、会計監査人の報酬等の額について、監査
品質を維持向上していくために合理的な水準であると判断し、会社法第399条第１項及び第２項の同
意をいたしました。

(3) 会計監査人の解任又は不再任の決定の方針

　監査役会は、会計監査人が会社法第340条第1項各号に定める項目に該当すると認められる

場合は、監査役全員の同意に基づき会計監査人を解任します。また、監査役会は、会計監査

人が職務を適切に遂行することが困難と認められる場合、会社法、公認会計士法等の法令に

違反し監督官庁からの処分を受けた場合、会計監査人の独立性及び適格性が確保できない場

合、その他必要と判断した場合には、会計監査人の解任又は不再任について検討を行いま

す。

　検討の結果、会計監査人を解任又は不再任とすべきと判断した場合は、会計監査人の解任

または不再任を決定します。

(4) 重要な子会社の監査

　当社の重要な子会社であるFREUND-VECTOR CORPORATIONは当社の会計監査人以外の監査法

人の監査を受けております。
　
６．業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況の概要

　当社の内部統制についての取締役会決議の状況は次のとおりであります。

・当社は、平成18年５月25日開催の取締役会において、内部統制システム構築の基本方針に

関し決議・制定しております。
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・当社は、「会社法の一部を改正する法律」（平成26年法律第90号）及び「会社法施行規則の

一部を改正する省令」（平成27年法務省令第６号）の施行により、平成28年２月25日開催

の取締役会において同基本方針の一部改定を決議しております。改定後の内部統制システ

ムの整備に関する基本方針は以下のとおりであります。

(1) 取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制

・取締役及び使用人は、法令遵守は当然のこと、企業人・社会人として求められる倫理観・

価値観に基づき誠実に行動することが求められる。

・グループ各社のトップをはじめとする経営陣は、フロイントグループ企業行動規範を率先

垂範し、周知徹底を図りつつ社内体制を整備する。

・代表取締役は、管理統括部門担当取締役をコンプライアンス全体に関する総括責任者とし

て任命し（コンプライアンス担当役員）、当該役員のもと管理統括部門がコンプライアン

ス体制の構築、維持・整備にあたる。

・代表取締役及び業務執行を担当する取締役は、使用人に対するコンプライアンス教育・啓

発を行う。

・重大な法令違反その他のコンプライアンスに関する重要な事実を発見し、何らかの事情で

通常の職制ラインでは報告出来ない場合、コンプライアンス担当役員或いは顧問弁護士へ

報告する。通報者の希望により匿名性を守秘するとともに、通報者に不利益な取り扱いが

ないことを保証する。

・コンプライアンス担当役員は、報告された事実の調査を指揮・監督し、代表取締役と協議

のうえ必要と認める適切な対策を決定する。

・代表取締役が直轄する内部監査室は、コンプライアンスに関わる社内体制や、法令及び定

款上の問題の有無を調査し、取締役会に報告する。

(2) 取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制

① 情報の保存・管理

・取締役は、株主総会議事録、取締役会議事録等の法定文書のほか、重要な職務執行に係

る情報が記載された文書（電磁的記録を含む）を関連資料とともに、社内規程に従い、

適切に保存し管理する。

・また、取締役及び使用人の職務の執行に係る情報は、「情報セキュリティポリシー」に

従い管理する。

② 情報の閲覧

宝印刷株式会社 2018年04月27日 10時00分 $FOLDER; 20ページ （Tess 1.50(64) 20161024_02）



招
集
ご
通
知

株
主
総
会
参
考
書
類

事
業
報
告

計
算
書
類

監
査
報
告

― 20 ―

・取締役及び監査役は、いつでも、前項の情報を閲覧することが出来る。

(3) 損失の危険の管理に関する規程その他の体制

・企業価値を高め、企業活動の持続的発展を実現することを脅かすあらゆるリスクに対処す

るため管理統括部門長を危機管理責任者に任命し、必要なリスク管理体制及び管理手法を

整備し、リスクを総括的に管理する。

・各部門においては、関連規程に基づきマニュアルやガイドラインを制定し、部門毎のリス

ク管理体制を確立する。

(4) 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

・代表取締役の諮問機関として部門長会議・経営会議を設置し、経営方針や経営計画その他

職務執行に関する重要事項を検討する。

・取締役会の意思決定を適法・適正かつ効率的に推進するため、必要に応じて各種委員会を

設置する。

(5) フロイントグループにおける業務の適正を確保するための体制

① 子会社の取締役、使用人の職務の執行に係る事項の会社への報告体制

・子会社の経営の自主性を尊重しつつ、事業内容の定期的な報告と経営に影響を及ぼす重

要事項については迅速な報告、或いは事前に協議する。

② 子会社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制

・子会社のコンプライアンス体制及びリスク管理については、当該子会社を担当する取締

役が子会社にリスクマネジメントを行うことを求めるとともに、グループ全体のリスク

を網羅的・統括的に管理する。

③ 子会社の取締役等の職務執行が効率的に行われることを確保する体制

・子会社における経営上の重要事項については当社取締役会で協議し、承認する。業務運

営面においては、当社とグループ会社間における不適切な取引または会計処理を防止す

るため、当社の管理統括部門、関係本部、内部監査室が連携し、十分な意見交換と対策

の検討を行う。

④ 子会社の取締役等及び使用人の職務執行が法令及び定款に適合することを確保する体制

・当社は子会社の取締役及び従業員の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保す

るため、「フロイント産業 企業理念と行動指針」に基づき、社会的な要請に応える適
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法かつ公正な事業活動に努める体制を構築させる。

・当社は子会社に、監査役が内部統制システムの構築・運用を含め、子会社の取締役の職

務執行を監視する体制を構築させる。

・当社は子会社に、法令違反その他コンプライアンスに関する問題の早期発見、是正を図

るために設置した内部通報制度を利用する体制を構築させる。

(6) 監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制

① 監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に関

する事項

・監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合、監査役は取締役と協議

のうえ、監査役を補助すべき使用人を置くものとする。使用人の人数、人などについて

も、監査役は取締役と協議する。

② 前号の使用人の取締役からの独立性に関する事項

・監査役の職務を補助する使用人に対する指揮命令権限は、監査役または監査役会に帰属

し、その旨を当社役員及び従業員に周知徹底する。

③ 監査役の使用人に対する指示の実効性の確保に関する事項

・監査役の職務を補助する使用人に対する人事考課及び人事異動は、監査役と取締役が協

議のうえ決定する。

④ 取締役及び使用人が監査役に報告をするための体制その他の監査役への報告に関する体

制

・代表取締役及び業務執行を担当する取締役は、その職務の執行状況について、取締役会

等の重要な会議において、監査役に定期的報告を行うほか、随時その担当する業務の執

行状況を遅滞なく報告を行う。

・監査役が当社グループの業務及び財産を調査する場合は、代表取締役及び業務執行を担

当する取締役及び従業員は、的確かつ速やかに対応する。

・以下のような緊急事態が発生した場合、代表取締役及び業務執行を担当する取締役は、

可及的速やかに監査役に対し報告する。

(イ)当社或いはグループの信用を大きく低下させたもの、またはその恐れのあるもの

(ロ)当社或いはグループの業績に大きな悪影響を与えたもの、またはその恐れのあるも

の

⑤ 子会社の取締役・監査役および従業員またはこれらの者から報告を受けた者が当社の監

宝印刷株式会社 2018年04月27日 10時00分 $FOLDER; 22ページ （Tess 1.50(64) 20161024_02）



招
集
ご
通
知

株
主
総
会
参
考
書
類

事
業
報
告

計
算
書
類

監
査
報
告

― 22 ―

査役に報告をするための体制

・子会社の役員及び従業員は、当社監査役から業務執行に関する事項について報告を求め

られたときは、的確かつ速やかに対応する。

・子会社の役員及び従業員は、法令などの違反行為など、当社または当社の子会社に著し

い損害を及ぼすおそれのある事実については、これを発見次第、直ちに子会社を管理す

る部門へ報告を行うか、当社の内部通報制度を利用し通報する。

・内部通報制度の担当部門は、当社グループの役員及び従業員からの内部通報の状況につ

いて、通報者の匿名性に必要な処置をしたうえで、定期的に当社取締役、監査役及び取

締役会に対して報告する。

⑥ 監査役へ報告をした者が当該報告をしたことを理由として不利な扱いを受けないことを

確保するための体制

・当社は、監査役への報告を行った当社グループの役員および従業員に対し、当該報告を

したことを理由として不利な取り扱いをすることを禁止し、その旨を当社グループの役

員及び従業員に周知徹底する。

⑦ 監査役の職務の執行について生ずる費用の前払いまたは償還の手続きその他の当該職務

の執行について生ずる費用または債務の処理に係る方針に関する事項

・監査役がその職務執行について、当社に対し費用の前払いを請求したときは、担当部門

において審議のうえ、当該費用に係る費用または債務が当該監査役の職務の執行に必要

でないと証明した場合を除き、速やかに当該費用または債務を処理する。

(7) その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制

① 内部監査室と監査役との連携等

内部監査室は、監査役との間で、各事業年度の内部監査計画を協議するとともに、定期

的に会合を持ち、内部監査結果等について協議及び意見交換するなど、密接な情報交換

及び連携を図る。

また、監査役及び内部監査室は、会計監査人とも連携、かつ相互に牽制を図るものとす

る。

② 外部専門家の起用

監査役は、監査の実施にあたり必要と認めるときは、弁護士、公認会計士、コンサルタ

ントその他の外部専門家を独自に起用することが出来る。
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(8) 財務報告の信頼性を確保するための体制

・財務報告の信頼性を確保するために、全社的な内部統制の状況及び業務プロセスについ

て、内部統制委員会の方針に基づき評価、改善及び文書化を行い、取締役会は、これらの

活動を定期的に確認する。

(9) 反社会的勢力排除に向けた体制

・市民社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力や団体とは一切関係を持たず、断固と

して対決することを基本方針とし、これを当社グループ共通の企業行動規範に明記して全

社員に周知徹底する。

・管理統括部門を対応統括部署とし、警察や外部専門機関と常に連携し、不当要求事例等の

情報収集に努め、反社会的勢力との一切の関係遮断を図る。

　 当事業年度における業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要は、以下のとおり

　であります。

① コンプライアンス管理について

社内研修での教育を行い、法令及び社内規程を遵守するための取り組みを行っておりま

す。また、内部通報制度を常設し、コンプライアンス違反行為や疑義のある行為等を報

告した者が当該報告をしたことを理由として不利益な取り扱いを受けないよう徹底して

おります。

② リスク管理体制について

今後想定される種々の危機に的確に対応できるように「危機管理規程」を整備し、グル

ープ全体のリスクを管理しております。リスク発生時には危機対策本部を設置し、機動

的・有機的に対処できるように社内体制を整備しております。

また、自然災害の備えとして「地震対策マニュアル」を整備しております。

③ 取締役の職務執行について

取締役会規程を制定し、取締役が法令並びに定款に則って行動するよう徹底しておりま

す。当事業年度において取締役会を16回開催し、経営上重要な事項の審議や報告を行い

ました。

④ 監査役の職務執行について

監査役会規程を制定し、取締役会をはじめ重要な会議へ出席し、取締役の業務執行を監

督しております。当事業年度において監査役会を７回開催し、経営上重要な事項につい
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て監査を実施しました。

なお、当事業年度において、監査役から監査役職務を補助すべき使用人を置く必要があ

る旨の申し出は受けておりません。

⑤ 反社会的勢力の排除について

行政機関との連携をはかり、反社会的勢力の情報を収集する取り組みを継続的に実施し

ております。

宝印刷株式会社 2018年04月27日 10時00分 $FOLDER; 25ページ （Tess 1.50(64) 20161024_02）



― 25 ―

連 結 貸 借 対 照 表

（平成30年2月28日現在）
（単位：千円）

資 産 の 部 負 債 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

受 取 手 形 及 び 売 掛 金

電 子 記 録 債 権

商 品 及 び 製 品

仕 掛 品

原 材 料 及 び 貯 蔵 品

前 払 費 用

繰 延 税 金 資 産

そ の 他

貸 倒 引 当 金

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建 物 及 び 構 築 物

機 械 装 置 及 び 運 搬 具

土 地

建 設 仮 勘 定

そ の 他

無 形 固 定 資 産

の れ ん

ソ フ ト ウ ェ ア

そ の 他

投 資 そ の 他 の 資 産

投 資 有 価 証 券

事 業 保 険 積 立 金

繰 延 税 金 資 産

退 職 給 付 に 係 る 資 産

そ の 他

貸 倒 引 当 金

【14,784,533】

6,568,050

4,337,779

113,748

263,127

2,046,615

876,175

110,520

175,959

303,293

△10,737

【4,341,015】

(3,370,431)

1,187,803

388,447

1,239,027

232,897

322,255

(102,455)

92,104

9,914

436

(868,127)

368,922

276,296

20,632

1,550

206,126

△5,400

流 動 負 債 【5,564,911】

支 払 手 形 及 び 買 掛 金 1,931,872

電 子 記 録 債 務 892,011

リ ー ス 債 務 6,261

未 払 金 201,555

未 払 費 用 350,181

未 払 法 人 税 等 356,267

未 払 消 費 税 等 48,562

前 受 金 1,498,799

賞 与 引 当 金 210,727

役 員 賞 与 引 当 金 54,300

そ の 他 14,371

固 定 負 債 【318,421】

リ ー ス 債 務 9,196

長 期 未 払 金 42,906

資 産 除 去 債 務 34,977

退 職 給 付 に 係 る 負 債 200,056

そ の 他 31,284

負 債 合 計 5,883,333

純 資 産 の 部

株 主 資 本 【13,543,245】

資 本 金 1,035,600

資 本 剰 余 金 1,289,513

利 益 剰 余 金 11,419,492

自 己 株 式 △201,361

その他の包括利益累計額 【△301,029】

その他有価証券評価差額金 51,132

為 替 換 算 調 整 勘 定 △332,254

退職給付に係る調整累計額 △19,907

純 資 産 合 計 13,242,215

資 産 合 計 19,125,548 負 債 及 び 純 資 産 合 計 19,125,548
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連 結 損 益 計 算 書

（平成29年3月１日から
平成30年2月28日まで）

（単位：千円）

科 目 金 額

売 上 高 19,801,447

売 上 原 価 12,985,225

売 上 総 利 益 6,816,221

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 4,845,025

営 業 利 益 1,971,195

営 業 外 収 益

受 取 利 息 及 び 配 当 金 9,313

技 術 料 収 入 12,035

受 取 賃 貸 料 2,107

そ の 他 12,236 35,692

営 業 外 費 用

支 払 利 息 1,630

為 替 差 損 4,632

そ の 他 6,604 12,866

経 常 利 益 1,994,022

特 別 利 益

投 資 有 価 証 券 償 還 益 101,621 101,621

特 別 損 失

固 定 資 産 除 却 損 336

固 定 資 産 売 却 損 2,125 2,461

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 2,093,181

法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 557,900

法 人 税 等 調 整 額 57,609 615,510

当 期 純 利 益 1,477,671

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益 1,477,671
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連結株主資本等変動計算書

（平成29年3月1日から
平成30年2月28日まで）

（単位：千円）

　 株 主 資 本

資 本 金 資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金 自 己 株 式 株 主 資 本 合 計

平 成 29 年 3 月 1 日 残 高 1,035,600 1,289,513 10,286,711 △201,361 12,410,463

連結会計年度中の変動額

剰 余 金 の 配 当 △344,890 △344,890

親会社株主に帰属する当期純利益 1,477,671 1,477,671

株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額(純額)

連結会計年度中の変動額合計 ‐ ‐ 1,132,781 ‐ 1,132,781

平 成 30 年 ２ 月 28 日 残 高 1,035,600 1,289,513 11,419,492 △201,361 13,543,245

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額

純 資 産 合 計そ の 他 有 価 証
券 評 価 差 額 金

為 替 換 算
調 整 勘 定

退 職 給 付 に 係
る 調 整 累 計 額

その他の包括利
益 累 計 額 合 計

平 成 29 年 3 月 1 日 残 高 33,141 △233,036 △25,210 △225,105 12,185,358

連結会計年度中の変動額

剰 余 金 の 配 当 △344,890

親会社株主に帰属する当期純利益 1,477,671

株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額(純額)

17,991 △99,218 5,303 △75,923 △75,923

連結会計年度中の変動額合計 17,991 △99,218 5,303 △75,923 1,056,857

平 成 30 年 2 月 28 日 残 高 51,132 △332,254 △19,907 △301,029 13,242,215
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連 結 注 記 表

　

連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記

１．連結の範囲に関する事項

すべての子会社を連結しております。

連結子会社の数…………………………２社

国内連結子会社………………………フロイント・ターボ株式会社

在外連結子会社………………………FREUND-VECTOR CORPORATION

２．持分法の適用に関する事項

　該当事項はありません。

３．連結子会社の事業年度等に関する事項

　連結子会社の事業年度の末日は、連結決算日と一致しております。

　

４．会計方針に関する事項

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

① 有価証券の評価基準及び評価方法

その他有価証券

時価のあるもの……………………連結決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直

入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）

時価のないもの……………………移動平均法による原価法

② デリバティブ

時価法を採用しております。

③ たな卸資産の評価基準及び評価方法

当社及び国内連結子会社

商品及び原材料……………………主として総平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性

の低下に基づく簿価切下げの方法）
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製品及び仕掛品

機械部門…………………………個別法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基

づく簿価切下げの方法）

化成品部門………………………総平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に

基づく簿価切下げの方法）

在外連結子会社 先入先出法による低価法

(2) 固定資産の減価償却の方法

① 有形固定資産（リース資産を除く）

当社及び国内連結子会社……………定率法

ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除

く）並びに平成28年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築

物については、定額法によっております。

在外連結子会社………………………定額法

② 無形固定資産（リース資産を除く）

当社及び国内連結子会社……………定額法

なお、自社利用のソフトウェアについては社内における利用可能期

間（５年）に基づく定額法によっております。

在外連結子会社………………………定額法

③ リース資産……………………………所有権移転外ファイナンス･リース取引に係る資産

リース期間を耐用年数として、残存価額を零とする定額法を採用し

ております。

(3) 引当金の計上基準

① 貸倒引当金

当社及び連結子会社…………………債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実

績率等により、貸倒懸念債権等特定の債権については、個別に回収

可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

② 賞与引当金

当社及び連結子会社…………………従業員の賞与の支給に備えるため、支給見込額基準に基づき計上し

ております。

③ 役員賞与引当金

当社及び国内連結子会社……………役員の賞与の支給に備えるため、支給見込額基準に基づき計上して

おります。
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(4) 退職給付に係る会計処理の方法

① 退職給付見込額の期間帰属方法

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法につい

ては、給付算定式基準によっております。

② 数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法

過去勤務費用は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（10年）による定額法にて

費用処理しております。

数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数

（10年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理することとして

おります。

未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用については、税効果を調整の上、純資産の部における

その他の包括利益累計額の退職給付に係る調整累計額に計上しております。

(5) 重要な収益及び費用の計上基準

完成工事高及び完成工事原価の計上基準

イ 当連結会計年度末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事

工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）

ロ その他工事

工事完成基準

(6) 重要な外貨建資産又は負債の本邦通貨への換算の基準

　外貨建金銭債権債務は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理しており

ます。なお、在外連結子会社の資産及び負債は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、収益及び費用

は期中平均相場により円貨に換算し、換算差額は純資産の部における為替換算調整勘定に含めて計上してお

ります。

(7) 消費税等の会計処理

　税抜方式によっております。

(8) のれんの償却方法及び償却期間

のれんの償却については、その効果の発現する期間を見積り、４年間の均等償却を行っております。

(9) 記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

(追加情報)

　(繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用)

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号平成28年３月28日）を当

連結会計年度から適用しております。
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５．連結貸借対照表に関する注記

(1) 担保に供している資産及び担保に係る債務

① 担保に供している資産

受取手形及び売掛金 595,187千円

商品及び製品 59,607千円

仕掛品 283,219千円

原材料及び貯蔵品 370,051千円

建物 386,446千円

土地 1,003,028千円

計 2,697,540千円

② 担保に係る債務

担保に供している資産に対応する債務はありません。

(2) 有形固定資産の減価償却累計額 ………………………… 3,741,676千円

６．連結損益計算書に関する注記

該当事項はありません。
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７．連結株主資本等変動計算書に関する注記

(1) 当連結会計年度末における発行済株式の種類及び総数

普通株式 18,400,000株

(2) 配当に関する事項

① 配当金支払額等
　

（ 決 議 ） 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配 当 額

基 準 日 効 力 発 生 日

平 成 29 年 ５ 月 26 日
定 時 株 主 総 会

普 通 株 式 344,890千円 20円 平成29年２月28日 平成29年５月29日

② 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

次のとおり決議を予定しております。
　

（ 決 議 ） 株式の種類 配当金の総額 配当の原資
１株当たり
配 当 額

基 準 日 効 力 発 生 日

平成30年５月30日
定 時 株 主 総 会

普 通 株 式 344,890千円 利益剰余金 20円 平成30年２月28日 平成30年５月31日

８．金融商品に関する注記

１．金融商品の状況に関する事項

(1) 金融商品に対する取組方針

　待機資金の運用については、安全性、流動性を第一に考え、高格付金融機関への預金等を中心に実施し

ております。

　資金調達については、金利、調達環境を勘案し、金融市場又は資本市場より実施する方針であります。

　デリバティブ取引については、在外連結子会社において、外貨建債権債務の変動リスクを軽減するため

に、実需の範囲内で行うこととし、投機的な取引は行わない方針であります。

(2) 金融商品の内容及びそのリスク

　営業債権である受取手形及び売掛金、電子記録債権は、取引先の信用リスクに晒されております。また

外貨建の営業債権は、為替の変動リスクに晒されております。投資有価証券は、取引先企業との事業提

携・連携強化を目的とする株式であり、これらの株式は市場価格の変動リスクに晒されております。

　営業債務である支払手形及び買掛金、電子記録債務は、すべて１年以内の支払期日であります。また、

その一部には、原材料等の輸入に伴う外貨建のものがあり、為替変動リスクに晒されております。
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(3) 金融商品に関するリスク管理体制

① 信用リスク(取引先の契約不履行に係るリスク)

　当社では、所定の手続きに従い管理本部が取引を管理し、重要な内容については取締役会等への報告

が行われております。連結子会社についても、当社に準じた管理を行っております。

② 市場リスク(為替や金利等の変動リスク)の管理

　当社は、輸出の大部分を円建てで行うことにより、為替の変動リスク軽減を図っております。また、

在外連結子会社において、外貨建債権債務について通常の輸出入取引に伴う為替相場の変動によるリス

クを軽減するために、先物為替予約取引を実需の範囲内で行うこととしております。

(4) 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

　金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された価額

が含まれております。当該価額の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採

用することにより、当該価額が変動することがあります。

２．金融商品の時価等に関する事項

　平成30年２月28日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであり

ます。

　なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは含まれておりません。（（注）２．参照）

(単位：千円)
　

連結貸借対照表計上額 時 価 差 額

(1) 現金及び預金 6,568,050 6,568,050 －

(2) 受取手形及び売掛金 4,337,779 4,337,779 －

(3) 電子記録債権 113,748 113,748 －

(4) 投資有価証券
その他有価証券

168,221 167,771 △450

資産計 11,187,800 11,187,350 △450

(5) 支払手形及び買掛金 1,931,872 1,931,872 －

(6) 電子記録債務 892,011 892,011 －

負債計 2,823,884 2,823,884 －
　

（注）１．金融商品の時価の算定方法並びに有価証券に関する事項

資産

(1) 現金及び預金、(2) 受取手形及び売掛金、並びに(3) 電子記録債権

　これらは短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額に

よっております。
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(4) 投資有価証券

その他有価証券

　株式等は主に取引所の価格によっております。また、株式形態のゴルフ会員権は取引所の市場価格が無い

ため、連結貸借対照表計上額は帳簿価額により、時価は取引相場によっております。

負債

(5) 支払手形及び買掛金、並びに(6)電子記録債務

　これらは短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額に

よっております。

（注）２．時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品
　

区分 連結貸借対照表計上額

非上場株式 200,700千円
　

　これらについては、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難なことから、「(4)投資有価証券その

他有価証券」には含まれておりません。

９．賃貸等不動産に関する注記

　賃貸等不動産の総額に重要性が乏しいため、記載を省略しております。

10．１株当たり情報に関する注記

(1) １株当たり純資産額 767円91銭

(2) １株当たり当期純利益 85円69銭

11．重要な後発事象に関する注記

　該当事項はありません。

12．その他の注記

　該当事項はありません。

宝印刷株式会社 2018年04月27日 10時00分 $FOLDER; 35ページ （Tess 1.50(64) 20161024_02）



― 35 ―

貸 借 対 照 表

（平成30年2月28日現在）
（単位：千円）

資 産 の 部 負 債 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

受 取 手 形

売 掛 金

電 子 記 録 債 権

商 品 及 び 製 品

仕 掛 品

原 材 料 及 び 貯 蔵 品

前 渡 金

前 払 費 用

繰 延 税 金 資 産

そ の 他

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建 物

構 築 物

機 械 装 置

車 両 運 搬 具

工 具 器 具 備 品

土 地

建 設 仮 勘 定

無 形 固 定 資 産

電 話 加 入 権

ソ フ ト ウ ェ ア

投 資 そ の 他 の 資 産

投 資 有 価 証 券

関 係 会 社 株 式

事 業 保 険 積 立 金

差 入 保 証 金

繰 延 税 金 資 産

長 期 未 収 入 金

そ の 他

貸 倒 引 当 金

【12,091,485】

5,558,102

699,713

2,860,354

113,748

203,519

1,720,348

481,086

78,003

70,439

90,068

216,100

【5,316,066】

(2,143,617)

590,584

14,658

271,205

2,060

96,158

1,067,631

101,318

(7,884)

0

7,884

(3,164,564)

346,793

2,329,894

276,296

91,497

17,530

44,500

63,450

△5,400

流 動 負 債 【4,648,460】

支 払 手 形 387,107

買 掛 金 1,346,708

電 子 記 録 債 務 892,011

リ ー ス 債 務 5,173

未 払 金 177,326

未 払 費 用 107,973

未 払 法 人 税 等 316,307

前 受 金 1,168,730

賞 与 引 当 金 166,397

役 員 賞 与 引 当 金 53,000

そ の 他 27,723

固 定 負 債 【223,621】

リ ー ス 債 務 6,327

退 職 給 付 引 当 金 171,374

長 期 未 払 金 10,340

預 り 保 証 金 1,500

資 産 除 去 債 務 34,079

負 債 合 計 4,872,081

純 資 産 の 部

株 主 資 本 【12,484,337】

資 本 金 1,035,600

資 本 剰 余 金 1,282,890

資 本 準 備 金 1,282,890

利 益 剰 余 金 10,367,208

利 益 準 備 金 162,500

そ の 他 利 益 剰 余 金 10,204,708

研 究 開 発 積 立 金 330,000

別 途 積 立 金 7,970,000

繰 越 利 益 剰 余 金 1,904,708

自 己 株 式 △201,361

評 価 ・ 換 算 差 額 等 【51,132】

その他有価証券評価差額金 51,132

純 資 産 合 計 12,535,469

資 産 合 計 17,407,551 負 債 及 び 純 資 産 合 計 17,407,551
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損 益 計 算 書

（平成29年3月１日から
平成30年2月28日まで）

（単位：千円）

科 目 金 額

売 上 高 14,282,294

売 上 原 価 9,347,989

売 上 総 利 益 4,934,305

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 3,205,255

営 業 利 益 1,729,050

営 業 外 収 益

受 取 利 息 及 び 配 当 金 171,119

技 術 料 収 入 49,630

受 取 賃 貸 料 2,963

雑 収 入 8,101 231,814

営 業 外 費 用

支 払 利 息 500

為 替 差 損 9,158

雑 損 失 5,289 14,948

経 常 利 益 1,945,915

特 別 利 益

投 資 有 価 証 券 償 還 益 101,621 101,621

特 別 損 失

固 定 資 産 除 却 損 336 336

税 引 前 当 期 純 利 益 2,047,200

法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 518,412

法 人 税 等 調 整 額 27,445 545,858

当 期 純 利 益 1,501,342
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株主資本等変動計算書

（平成29年3月１日から
平成30年2月28日まで）

（単位：千円）

株 主 資 本

資 本 金

資本剰余金 　 利 益 剰 余 金

自己株式 株主資本合計
資本準備金 利益準備金

　 そ の 他 利 益 剰 余 金

研 究 開 発
積 立 金

別 途
積 立 金

繰 越 利 益
剰 余 金

平成29年 3月 1日残高 1,035,600 1,282,890 162,500 330,000 7,520,000 1,198,256 △201,361 11,327,885

事業年度中 の 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △344,890 △344,890

当 期 純 利 益 1,501,342 1,501,342

別 途 積 立 金 の 積 立 450,000 △450,000 ‐

株主資本以外の項目の事業
年度中の変動額(純額)

‐

事業年度中の変動額合計 ‐ ‐ ‐ ‐ 450,000 706,452 ‐ 1,156,452

平成30年２月28日残高 1,035,600 1,282,890 162,500 330,000 7,970,000 1,904,708 △201,361 12,484,337

評価・換算差額等

純資産合計その他有価証
券評価差額金

評価・換算
差額等合計

平成29年 3月 1日残高 33,141 33,141 11,361,026

事業年度中 の 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △344,890

当 期 純 利 益 1,501,342

別 途 積 立 金 の 積 立 ‐

株主資本以外の項目の事業
年度中の変動額(純額)

17,991 17,991 17,991

事業年度中の変動額合計 17,991 17,991 1,174,443

平成30年２月28日残高 51,132 51,132 12,535,469
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個 別 注 記 表

　

１．重要な会計方針に係る事項に関する注記

(1) 有価証券の評価基準及び評価方法

① 子会社及び関連会社株式……………移動平均法による原価法

② その他有価証券

時価のあるもの……………………決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法

により処理し、売却原価は移動平均法により算定）

時価のないもの……………………移動平均法による原価法

(2) たな卸資産の評価基準及び評価方法

① 商品及び原材料………………………総平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に

基づく簿価切り下げの方法）

② 製品及び仕掛品

機械部門……………………………個別法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基

づく簿価切り下げの方法）

化成品部門…………………………総平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に

基づく簿価切り下げの方法）

(3) 固定資産の減価償却の方法

① 有形固定資産（リース資産を除く)……定率法

ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除

く）並びに平成28年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築

物については、定額法を採用しております。

② 無形固定資産（リース資産を除く)……定額法

なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能

期間（５年）に基づく定額法を採用しております。

③ リース資産……………………………所有権移転外ファイナンス･リース取引に係る資産

リース期間を耐用年数として、残存価額を零とする定額法を採用し

ております。

(4) 引当金の計上基準

① 貸倒引当金……………………………債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実

績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については、個別に回収可

能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

② 賞与引当金……………………………従業員の賞与の支給に備えるため、支給見込額基準に基づき計上し

ております。

③ 役員賞与引当金………………………役員の賞与の支給に備えるため、支給見込額基準に基づき計上して

おります。
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④ 退職給付引当金………………………従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債

務の見込額に基づき計上しております。

過去勤務費用は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一

定の年数（10年）による定額法にて費用処理しております。

数理計算上の差異は、各事業年度の発生時における従業員の平均残

存勤務期間以内の一定の年数（10年）による定額法により按分した

額をそれぞれ発生の翌事業年度から費用処理することとしておりま

す。

(5) 収益及び費用の計上基準

完成工事高及び完成工事原価の計上基準

イ 当事業年度末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事

工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）

ロ その他工事

工事完成基準

(6) 退職給付に係る会計処理

　退職給付に係る未認識数理計算上の差異、未認識過去勤務費用の会計処理の方法は、連結計算書類におけ

るこれらの会計処理の方法と異なっております。

(7) 消費税等の会計処理

　税抜方式によっております。

(8) 記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

(追加情報)

　(繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用)

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号平成28年３月28日）を当

事業年度から適用しております。
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２．貸借対照表に関する注記

(1) 担保に供している資産及び担保に係る債務

① 担保に供している資産 建物 383,543千円

土地 900,266千円

計 1,283,810千円

② 担保に係る債務

　担保に供している資産に対応する債務はありません。

(2) 有形固定資産の減価償却累計額 ……………………………………… 2,088,013千円

(3) 関係会社に対する短期金銭債権 ……………………………………… 22,785千円

関係会社に対する短期金銭債務 ……………………………………… 89,979千円

３．損益計算書に関する注記

関係会社との取引高

売上高 137,583千円

仕入高等 400,080千円

営業取引以外の取引高 203,417千円

４．株主資本等変動計算書に関する注記

自己株式の数 普通株式 1,155,478株
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５．税効果会計に関する注記

１．繰延税金資産の発生の主な原因別の内訳

長期未払金 3,166千円

賞与引当金 51,350千円

退職給付引当金 52,494千円

投資有価証券評価損 23,714千円

ゴルフ会員権評価損 17,459千円

減損損失 39,372千円

たな卸資産評価損 18,306千円

未払事業税 17,422千円

未払費用 18,252千円

その他 19,744千円

繰延税金資産小計 261,283千円

評価性引当額 △91,448千円

繰延税金資産合計 169,834千円

繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

その他有価証券評価差額金 22,566千円

子会社株式認定損 30,627千円

その他 9,041千円

繰延税金負債合計 62,235千円

繰延税金資産の純額 107,599千円

　２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異があるときの、当該差異の

原因となった主要な項目別の内訳

法定実効税率 30.9％

（調整）

交際費等永久に損金に算入されない項目 1.2

受取配当金の益金不算入等 △2.4

住民税均等割 0.3

評価性引当額の増減額 △1.5

研究開発費等による法人税特別控除 △0.4

その他 △1.4

税効果会計適用後の法人税等の負担率 26.7
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６．関連当事者に関する注記

種類
会社等の名
称又は名前

所在地
資本金又
は出資金
（千円）

事業の内
容又は
職業

議決権等
の所有
（被所
有）割合

関連当事
者との
関係

取引の
内容

取引金額
（千円）

科目
期末残高
（千円）

主要株主
伏島 靖豊
（注１）

― ―
当社創業者
名 誉 会 長

（被所有）
直接
10.6％

顧 問 契 約
顧問料の
支払（注
２）

30,000 未払金 6,000

役員及びそ
の近親者が
議決権の過
半数を所有
している会

社

(株)
伏島揺光社
（注３）

東京都
新宿区

45,000
不動産賃
貸業

（被所有）
直接
9.6％

不動産賃
貸借契約
の締結

事務所の
賃借（注
２）

112,762 未払費用 13,285

― ―
差入保証
金

67,590

　

（注）１．伏島靖豊氏は当社代表取締役伏島巖の父であります。
２．取引条件ないし取引条件の決定方針等
(1)顧問料は、顧問契約の内容に基づき、両者協議の上決定しております。
(2)事務所の賃借料は、市場価格を勘案し決定しております。

３．当社代表取締役伏島巖、その近親者が議決権の100.0％を所有しております。
４．取引金額及び期末残高には消費税等が含まれておりません。
５．(株)伏島揺光社は、平成29年11月25日付で(株)エフ・アイ・エルより社名変更いたしました。

７．１株当たり情報に関する注記

(1) １株当たり純資産額 726円92銭

(2) １株当たり当期純利益 87円06銭

８．重要な後発事象に関する注記

　該当事項はありません。

９．その他の注記

　該当事項はありません。
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連結計算書類に係る会計監査報告
　

独立監査人の監査報告書
平成３０年４月１６日

フロイント産業株式会社

取締役会 御中

新日本有限責任監査法人
指 定 有 限 責 任 社 員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 野 本 博 之 ㊞
指 定 有 限 責 任 社 員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 宇田川 聡 ㊞

　当監査法人は、会社法第４４４条第４項の規定に基づき、フロイント産業株式会社の平成２９年３月１日か
ら平成３０年２月２８日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、
連結株主資本等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。

連結計算書類に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類を作
成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し
適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から連結計算書類に対する意見を
表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査
を行った。監査の基準は、当監査法人に連結計算書類に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証
を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施することを求めている。
　監査においては、連結計算書類の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査
手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による連結計算書類の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づ
いて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当
監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、連結計算書類の作
成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方
法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての連結計算書類の表示を検討することが含ま
れる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

監査意見
　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠
して、フロイント産業株式会社及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損
益の状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

宝印刷株式会社 2018年04月27日 10時00分 $FOLDER; 44ページ （Tess 1.50(64) 20161024_02）



招
集
ご
通
知

株
主
総
会
参
考
書
類

事
業
報
告

計
算
書
類

監
査
報
告

― 44 ―

計算書類に係る会計監査報告
　

独立監査人の監査報告書
平成３０年４月１６日

フロイント産業株式会社

取締役会 御中

新日本有限責任監査法人
指 定 有 限 責 任 社 員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 野 本 博 之 ㊞
指 定 有 限 責 任 社 員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 宇田川 聡 ㊞

　当監査法人は、会社法第４３６条第２項第１号の規定に基づき、フロイント産業株式会社の平成２９年３月
１日から平成３０年２月２８日までの第５４期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株
主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書について監査を行った。

計算書類等に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類及びその
附属明細書を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書
類及びその附属明細書を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用するこ
とが含まれる。

監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から計算書類及びその附属明細書
に対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準
に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に計算書類及びその附属明細書に重要な虚偽表示がない
かどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施することを求めて
いる。
　監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実
施される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による計算書類及びその附属明細書の重要な
虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明
するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案
するために、計算書類及びその附属明細書の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査に
は、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体とし
ての計算書類及びその附属明細書の表示を検討することが含まれる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

監査意見
　当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会
計の基準に準拠して、当該計算書類及びその附属明細書に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点
において適正に表示しているものと認める。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
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監査役会の監査報告
　

監 査 報 告 書
　当監査役会は、平成２９年３月１日から平成３０年２月２８日までの第５４期事業年度の取締役の職務の執

行に関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告書を作成し、以下のとおり報告

いたします。

１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容

(1) 監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果について報告

を受けるほか、取締役等から職務の執行状況の報告・説明を受け、また、会計監査人による監査の実施

状況等について報告・説明を受け審議を重ねました。

(2) 各監査役は、監査役会が定めた監査役監査基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等に従い、取締役、

内部監査部門その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるとともに、

以下の方法で監査を実施しました。

一 取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況について報告を受

け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務及び

財産の状況を調査いたしました。内部監査については、事前に内部監査部門より監査計画の説明を受

け、必要に応じて常勤監査役は監査に立会い、実施した監査の結果等について定期的に説明を受けま

した。また、子会社については、子会社の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必

要に応じて子会社から事業の報告を受けました。

二 事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制

その他株式会社及びその子会社から成る企業集団の業務の適正を確保するために必要なものとして会

社法施行規則第100条第１項及び第３項に定める体制の整備に関する取締役会決議の内容及び当該決

議に基づき整備されている体制（内部統制システム）について、取締役及び使用人等から構築及び運

用の状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明いたしました。

三 会計監査に関しましては、事前に会計監査人より監査計画の説明を受け、協議を行うとともに、監査

結果の報告を受けました。さらに、常勤監査役等が適宜に会計監査人と意思疎通を図り、会計監査人

が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとともに、会計監査

人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。なお、会計監査人

から金融庁に提出した業務改善計画に基づき、監査の品質確保等、監査体制の強化を図っている旨の

報告を受けました。また、監査の品質管理に関する審査等が機能しているかについて、会計監査人か

ら「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事

項）を「監査に関する品質管理基準」（平成17年10月28日企業会計審議会）等に従って整備している

旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。

　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損益

計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照

表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）について検討いたしました。
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２．監査の結果

(1) 事業報告等の監査結果

一 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認めま

す。

二 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する重大な事実は認められませ

ん。

三 内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制システ

ムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行は適正であり、その構築及び運用について継

続的な改善が図られているものと認めます。監査役会としましては、当社グループ全体における適正

な事業運営の遂行に向けた取り組みを、引き続き確認してまいります。

(2) 計算書類及びその附属明細書の監査結果

　会計監査人、新日本有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

(3) 連結計算書類の監査結果

　会計監査人、新日本有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

平成３０年４月２０日

フロイント産業株式会社 監査役会

常 勤 監 査 役 小 林 正 ㊞
社 外 監 査 役 佐 藤 光 昭 ㊞
社 外 監 査 役 菅 原 正 則 ㊞
社 外 監 査 役 泉 本 小夜子 ㊞

以 上
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新宿グランドタワー(会場)

青梅街道
青梅街道

本社本社

成子天神下
交差点

西新宿駅
１番出口

新宿西口駅

ハルクハルク新都心
歩道橋下
新都心
歩道橋下 Ａ18

出口
Ａ18
出口

西口ＪＲ
新宿駅工学院大学工学院大学

都営大江戸線都営大江戸線

新宿
警察署
新宿
警察署

新宿三井ビル新宿三井ビル

都庁前駅都庁前駅新宿
中央公園

ヒルトン東京ヒルトン東京

東京
医大病院新宿

オークタワー

新宿
中央公園北
交差点

Ａ５出口

ベルサール新宿グランド
(イベントホール)

住友不動産
新宿グランドタワー

ベルサール新宿グランド

ファミリーマート

成子天神下

ジョナサン

１番出口
西新宿駅西新宿駅

成子天神社

株主総会会場ご案内図

東京都新宿区西新宿八丁目17番１号　住友不動産新宿グランドタワー５階

ベルサール新宿グランド

コンファレンスセンター

電話:03-3362-4792

【 会 場 】

最寄駅 ■東京メトロ丸ノ内線 → 西新宿駅 １番出口 徒歩３分

　　　 ■都営大江戸線 → 都庁前駅 Ａ５出口 徒歩７分

　　　 ■ＪＲ線、東京メトロ丸ノ内線、京王線、小田急線、都営新宿線、都営大江戸線 → 新宿駅 西口 徒歩15分

株主総会会場にご来場くださる株主様とご来場が難しい株主様との公平性等を勘案し、本株主総会よりご来
場の株主様へのお土産の配布は取りやめさせていただきます。
何卒ご理解くださいますようお願い申し上げます。

お土産の廃止につきまして
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